
数学部会

研究主題 数 学 的 活 動 を踏 ま え た評 価 の 活 用 と授 業 の 改 善
一[確 かな学力]の 定着を図るために 一

1主 題 設 定 の 理 由

平成13年 の国際教育到達度評価学会(IEA)調 査やOECD生 徒の学習到達度調査(PISA)に よ

れば、我が国の子 どもたちには、数学の学習において判断力や衰現力が十分に身に付いておらず、学習意欲

が必ず しも高くない。まさに、数学における[確 かな学力]の 育成は緊急の課題であり、数学的活動を通し

て数学的な見方や考え方を養 うことが極めて重要 となる。そのためには、生徒の括動を適切に評価 し、評価

に基づいた指導の工夫が求められる。しか し、これまでの数学研究は、ともすれば評価 よりも指導法の工夫

を重視する傾向があった。そのため、本研究では、一昨年から継続的に評価に関する研究を進め、3年 目で

ある今年度は、これまでの研究成果を受け、 「生徒による授業評価及び自己評価」の実施後に行 う 「評価後

の手だて」 と授業改善について考察するため、上記の研究主題を設定 した。

皿 研 究 の 概要

まず、基礎 となる用語や概念について、委員の共通理解を図るための基礎研究を行った。特に 「評価の4

観点」の違いと[確 かな学力]に ついて討畿 し、互いの理解を深めた。

次に.r生 徒による授業評価」と 「生徒の自己評価」の在 り方等について考察を行った.そ してf生 徒に

よる授業評価」 「生徒の自己評価」の質問項 目を精査 し、評価 シー トを作成 した。さらに、その評価結果を

活用 した 「授業後の手だて」について、主に学習方法や形怨に着 目しなが ら研究を進めた。

また、検証授業では、コンピュータを活用 し、生徒の興味 ・関心を高めるように指導法を工夫 した一そし

て、 「生徒の自己評価」の結果に基づき、生徒への手だてを実施 した上で、 「授業評価」及び 「授業後の手

だて」の工夫にっいても考察を行った。

皿 基礎研究

1 「数 学 的活 動 」 に つ いて

「数学的活動Jの 概念は様々であるが、本研究では 「数学的活動」を 「身近な事象を取り上げ、それ を数

学化す る過程で観崇 ・操作 ・実験などを行い、その結果を考察することで数学の新 しい定理 ・理論や公式等

を構築 し、更にそれ らを利用 して新たな事象等に活用

していく活動のすべてJと とらえたe

小学校低学年における 「算数的活動」の多くは、子

どもの発達段階を踏まえ、作業 ・実験などの外的な活

動を通 してきま りを発見 した り気付いた りす ること

が中心となる.小 学校中学年から高等学校へと学年が

進むにつれ、直観 、類推、帰納、演繹などの内的な活

動が 「数学的活動」の中心になっていく.

2「 評価 の4観 点jと[確 かな学 力]

大
↑

活
動
比
率

外的活動

(作業 ・実験等)

小学校 →

内的活動
(思考的活動)

高等学校

本 研究 では、数学における 「評 価の4観 点」 を次の もの ととらえた、

関心 ・意欲 ・態度 数学的な見方や考え方 表現 ・処理 知識 ・理解

ある事象か ら疑問を感

じ、それを数学的に分析

しよ うとする意欲や態

度など。

事象か ら法則性 を見い

だし、それから公式や定

理 を導いてい こうとす

る見方や考え方など.

事象を式に表 し、計算法

則を用いて計算す る技

能など。

事象の分析に必要 な数

学的な概念の理解 、また

事象間の数学的な関係

の理解な ど.
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本研 究では、 「知識 ・理解1を 基盤 とした 「数学に

対する関心 ・意欲 ・態度」や 「思考力 ・判断力 ・表現

力J、 それ らに基づ く 「数学的な見方や考え方j「 問

題解決能力」な どのすべてを、今回の学習指導要領に

おいて強調されている[確 かな学力〕 ととらえた。

これ らの資質能力は、上記の4つ の観点によって評

価され る,す なわち、[確 かな学力ユとは、 「数学の

知識や技能をは じめ、数学を学ぶ意欲や、自ら数学的

な課題を見付け、主体的に判断 し、よりよく問題を解

決す る資質や能力まで含めたもの」である。そ して、

「単なる数学に関する知識の量ではな く、それを他の

問題解決にも応用できるカ」である.

思身 ・判 断 力 ・表 覗 力

関 心 ・意欲 ・態度

rv数 学 科 に お け る 「生 徒 に よ る授 業 評価 」 と 「生 徒 の 自己評 価 」

「生徒による授業評価」は、授業に対する生徒の評価である,そ の評価項目は、一般的に授業を展開す る

上での教員の指導注に関するものが多い.一 方、 「生徒の自己評価」とは、生徒 自身がその授業を受けるこ

とにようて獲得できたことや 自らの態度に対する心理的な側面を含む内省である。

ここでは.数 学科における 「生徒による授業評価」と 「生徒の自己評価」の在り方やその留意点にっいて

検討す る。

1数 学科 に お け る 「生 徒 に よ る授 業評 価 」や 「生 徒 の 自己評 価 」 の 在 り方

「生徒による授業評価」にっいては、授業形態や授業内容、教員の指導技徳や姿勢、生徒に対す る教員の

評価方法などにっいての評価項目が必要であると考えられる.

数学科の授業は、普通教室における一斉授業が多いが、コンピュータなどを活用した授業や習熟度別授業

や少人数指導などの展開もある。 したがうて、これ らの授業の形態に応 じた評価項 目が必要になる。

次に、 「生徒 による授業評価」の評価項 目としては、授業の進め方や板書、発問の仕方など一・般的に教員

の指導技術を問 うもの、数学的な見方や考え方の認識など学習の成果を問 うものなどが考えられる、

さらに、授業中の学習活動の観察、定期考査や小テス ト、提出物など、生徒に対 して適切に評価方法を示

してい るか.評 価内容 ・方法は適切かなどの評価項目も必要である。

「生徒の自己評価」にっいては、生徒 自身の学習姿勢、学習の成果、数学の有用性の実感などにっいての

評価項 目が必要であると考えられる。

生徒の学習姿勢についての評価項 目は、生徒が自らの数学への取 り組み方を振 り返ることにねらいがある.

それは、数学に対する取 り組み方は、[確 かな学力]の 育成に大きく影響すると考えるからである,

学習の成果についての評価項 目は、理解できたこととできなかったことを明纏 にし、評価後の手だての工

夫につなげることに大きな意味があると考えられる。

数学の有用性 の実感は、今回の学習指導要領(数 学)に おいて強調 されてお り、数学が身近な事象 と密接

に関連 していることを感 じた り、学んだことの意義を社会生活の中で見出した りすることに役立っ。

そ して、このことは、 「何のために数学を学ぶのか」 「数学を学ぶことが役に立っのか」とい う生徒の素朴

な疑問に対する一つの回答 となる.生 徒は、数学の有用性 を実感することで数学 とのかかわ りが深くな り、

自ら学ぶ意欲が高まる。このことが[確 かな学力]の 形成につながると考えられる。

2実 施上 の 留意 点

数学科におけるf生 徒による授業評価」やr生 徒の自己評価」を案施する場合の留意点としては、評価 を

実施する時期や方法、 「評価後の手だて」の工夫などが考え られる,
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評価 を実施する間隔としては、1単 位時間ごとに評価を行い、改善 していく方法があるeし か し、生徒の

変容を把握 し、次の指導に生かすことを考えた場合、数学のよさ、数学の見方や考え方などは、1単 位時間

で身に付 けられるとは限らないので、内容のまとまりごとに評価 を行 うことも効果があると考えられる。

評価の方法としては、個別に行 う場合と相互評価を利用する場合などが考えられる。多くの場合は、個別

の質問紙による調査が一般的であるカ～、グループによる学習や一つの問題や解答をディベー ト形式などで検

討する場合などは、グループごとに行 うことも必要である。
一般的に数単科における 「生徒による自己評価」は

、得意、不得意という結果だけで実施されることが多

い。不得意である生徒がどのような場面でつまずいているのかは、個々の生徒によって異なる。教員は、生

徒がっまずくような場面を予測 し、事前に手だてを用意 しておくとともに、個別の問題に対する自己評価の

評価項 目を工夫 してお くことも大切である。

ここで、本研究で開発 した数学科における 「生徒による授業評価1と 「生徒の自己評価」の質問項 目の一

例 を掲げ る。

生徒による授桑辞価の質問項目

(姿勢)

① 生徒に対 して公平に接していますか。

② 授業の時間を守っていますか.

③ 生徒の発言や反応に的確に対応していますか。

④ 生徒が興味、関心を持てるような教材の工夫をし

ていますか。

(技術)

⑤ 声の大きさがちょうどよく聞きやすいですか。

⑥ 板書事項は分か りやす く工夫されていますか.

⑦ 説明が詳 しくて丁寧で したか.

⑧ 一方的な授業ではなく、生徒が参加できますか。

(内容}

⑨ 授業のねらいが分か りましたか。

⑩ 授業の内容が理解できましたか.

⑪ 理駕できないときやもっと学びたいときに援助

してくれますか.

⑫ 教材に対する研究の探さを感 じますか,

(詳働

⑬ 詳価の観点や方法 手順を示 していますか.

⑭ 課題の内容や分量は遣切ですか、

⑮ 試験問題の量や難易度は適切ですか.

(数学の特性を生かした評価)

⑯ 数学が身近に感 じられる授業でしたか。

⑰ 問題が解けるようになる授業でしたか。

⑱ 数単加好きになるよ うな授業でしたか.

(自由な記述形式)

授業についての感想を自由に書いてください.

生徒の自己酔価の質問項目

(学習姿勢)

① 友達の考えのよさを感 じましたか、

② 教科書、ノー トは始業前に用意しましたか。

③ 授業をしっかりと聞きましたか。

④ ノー トをしっかりとりましたか。

⑤ 練習問題にしっかり取 り組みま したか。

⑥ だされた宿題に敏 り組みましたか。

⑦ 試験勉強に取り組みましたか。

③ 積極的に授業に参加しましたか.

⑨ 自分で課題を設定して学習しましたか,

⑩ 授業の目標を理解 して取 り組みま したか。

(学習成果)

⑪ 学習 した内容が理解できるようになりましたか.

⑫ 練習問題が解けるようになりましたか,

⑬ 授業前に比べて理解できるようになりましたか,

⑭ 授業内容に輿味をもって取 り組みましたか。

(数宇の特性を生か した評価}

⑮ 数学力≦社会生活に役立っ と感 じましたか、

⑯ 数学が身近に態 じられましたか。

⑰ 解けなかった問題が鯉ける喜びを媒 じましたか。

⑱ 数学が好きになりましたか.

(自由な記述形式}

自分の授業への取り組みで、よかった点、反省す

べき点など、自由に書いてください,
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V「 評 価 後 の 手 だ て 」 に つ い て

1時 期

「評価後の手だて」の実施時期は、授業中や授業が終わるごとなどの比較的短い間隔で行 う場合や、内容

のまとま りごとや単元ごとなどの比較的長い間隔で行 う場合もある。

内容のまとま りの具体例 としては、二次関数の単元における 「関数の意味 ン=ax2のグラフ」rア=げ のグ

ラフの平行移動」な どが考えられ る。

実際には、生徒の理解度や授業の進 め方等の違いによって、もつと細かく分けて行った り、逆にもっと、

まとまった期間で行った りする方がよい場合 もある。また.「 評価後の手だて」の時期については、生徒の

実態や評価のねらいなどによって変わってくる、,したがって、 「評価後の手だて」を行 う時期を適切に設定

す ることが大切である.

2方 法 や 形 態 の 異 体 例

ここでは、数学的な見方や考え方のよさを認識 し、数学を活用する能力と掻度を育成するための 「評価後

の手だて」の方法や形態の具体佛をあげる。

(1)コ ン ピュータの利用

コンピュータを使って、関数のグラフなどを視覚的にとらえることは、生徒が理解を深める上で、勧果

が大きいと思われる.最 近では、簡単操作で様々な関数のグラフをきれいに描 くソフ トが数多くあるので、

普段の授業でも大いに活用したい.計 算に時間を要したり、グラフを描 くことに手聞取った りする生徒で

も、時間的な差を生ずることが少なく、個別に指導することが可能である。

コンピュータ上ではグラフを上手に描けるようになって も、手書きでグラフを描かせてみると、まった

く描けない場合があるので、コンピュータ利用の留意点は、あくまでコンピュータを補助的な道具として

活用することである。

② グルー プ学 習による方法

教員が生徒に対 して、A:『 十分理解 している』、B:『 概ね理解 している』、C;『 努力を要す る』

の3段 階で評価を行 うvそ れを基にグループに分けて手だてを行 う。その分け方は二つある。

一っは、同 じ評価の生徒によるグループ分けである。この場合は、それぞれの理解度に応 じた課題に取

り組ませるeも う一つは、異なる評価の生徒が混在 したグループ分けである。この場合、AはBとC、B

はCの 教え役 となる.授 業では理解できない生徒 も、友達に聞くと理解できることがあるので、この方法

も有効であると思われる,ま た、AやBは 人に教えることによって、自分が本当に理解 しているかどうか

を破かめることができる。

どちらの方法も、グループごとに課題 をまとめさせ、発表形式に してみるとよい.い ずれの場合 も、生

徒の実態に即 した課題を与えることが重褻である.

③2、3人 のグルー プで行 う方法

同 じ評価の生徒が、2、3人 ずつのグループに分かれ、理解度に合った問題を出し合った り、気付いた

点を述べた りする.問 題を出 し合 う場合には、別解等も考えてみるよう指導する.問 題や気付いた点につ

いて、グループで考える方法 もよい。

また、この2、3人 のグループで、それぞれの自己評価シー トを用いて、他者評価を行 う。他者か ら評

価 されることで、自分のつまずいている原因等を認識することができるし、相手を評価するたあの問題を

作成することによって、自分 自身の理解を深めることもできる。このグループは、同じ評価の生徒でなく

ても効果は期待できる。

(4)晋 熟度 別学習によ る方法

{2)及 び(3)の グループ学習を更に発展させ、評価を基にした習熟度による多展開授業を行 う方法が考え

られる4可 能ならば1学 級3展 開にして、習熟度によって分かれて授業を実施することが望ましい。しか

し、1学 級2展 開の掻業でも、評価によってA、B、Cの3っ のグループをABとCと 分けて授業を行 う
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方法が考えられる。また、2学 級3展 開であるならば、評価がA、B、Cの 生徒に対 して、それぞれ1人

ずつ3人 の教員で指導する方法もある。

(5)個 別指導 による方法

グループ学習では、同じ評価であっても理解度が異なる生徒間に時間的な差が生 じ、手だてが十分に行

えない ことカ{ある、 しか し、個別指導では、数学の得意な生徒に対 しては高度な問題に取 り組ませたり、

不得意な生徒 に対 しては中学の復習をした りして、生徒の理解度に応 じた手だてを行 うことが可能である。

また、個人のペースで学習を進められるので、手だてとしては非常に有効である。

今回、本研究では学習形態の工夫 という観点から 「評価後の手だて」についての検討を行った,下 記に、

評価規準の4っ の観点に基づいたf二 次関数のグラフ」と 「二次関数の 苫軸方向の平行移動(検 証授業で実

施)」 における 「評価後の手だて」の一例 を記す。

【二次関数のグラフにおける評価規準】

関心・意欲韓 度 数学的な見方や考え方 衰硯 ・姐理 知 騰 ・理解

〇二っの数量の変化や対応

の中で、二次関数 とそのダ

ラフの性質を摺べようとす

る.

Oン 顎 ～のグラフとアrf十 加

+`の グラフの頂点、軸」形を通

じて、二れ らのグラフの関係を

考えることができる,

O二 次関㈱ ・ら]臨 軸の

方程式などを絆算で求めること

ができ、それを恕こダラフを描

くことができる,

〇二次関数のグラフばナベて、ア
2㎡ のグラフを平行移1㈱ ま

描けることが分かる、

【評価ごとの観点別の手だての例】

関心 ・意歓 ・態度 敗学前な見方や考え方 寂 現 ・処理 知腔 ・運 餌

評

価

A

(繍 酌に準備させ、周りの身

近な運動の変化への閲昏も高

めさせる。

Oン=㎡ 十砒+`の グラフを平

行穆動 させ、式 とグラフの関係

を考えさせ軌

0際 数を分数や小麹 こ変え、関

融のグラフを描かせ盈
1

〇二次潤数の植の変化をグラフ

で処盤ナることで哩解させ、増加

や滅少のイメージをもたせム

評

価

B

O同 じ評価の者と組むことで

凝問気棚 煮を互し斗幽 ナさ

せ、グループで取り組ませる。

0パ ソコンで描いたグラフの

糊 敏と式の特徴 を比較 させな

がら、その関係を考えさせる。

:O炉 ガ伽+・ 曜 耽 反
1御躍習から、平行移動で頂点を

:求め、グラフの概形を描めせ

弧

〇二凋磁が弼+肚 ÷`の形

で衰され 月 転一ガ十qと蛮形

させることでそのグラフの特徴

が分かることを理解させム
1

評

価

C

O関 数に対 しての疑問点、不明

点を互凪 こ挙げ させ、グループ

で取 り組ませる。1

Q座 標軸η扱いや点の取り方、

グラフの糊糊 囮 劇合を

砿認させる。

1⊂ン{ソコンで描いたグラフ
、対応

1表を見ながら点をとっていくこ

とでグラフの駆 矧 勘 せ 軋

〇二次関数のグラフはその式

変形と、平撒 描けること

を理解させる。

【二次闘数の エ軸方向の平行移動における詳価親準】

関 心 ・童散 ・醸 度 敗学的な見方や身え方 表硯 ・処理 知 識 ・理傭

〇二つの敵量の変化や対応の 中

で、ンr慶転一p)3のグラフの護i質

を調べようとす る。

Oyrジ のグラフとyr野(り2

のグラフの頂点 ・軸 ・形を通 じ

て、これ らのグラフの閲係を考

えることができる、

Oア=諏 一ず の式か ら頂点,軸

の方程 式な どを求めることがで

き、それを韮にグラフを描 くこ

とができる、

Oン ≡轟rp)2の グラフはすべ

て、yr㎡ のグラフを平行麹 動す

れほ描けることが分か る』

【騨価ごとの観点別の手だての例)

評

価

A

評

価

B

評

価

c

闘心 ・意歓 ・態度

Oyめ に

移動させる方法などの得鼻心も

高めさせる。

Q同 じ評 鯨 り者と組むことで

疑問点、不明点を互W幽 テさ

せ、 グループ で取 り組ませろ.

Oそ の変1勧£二猷関数となる

具挿的な例を示し、変化の割合

を魂認させる。

敢学的な見方や考え方

〇二次関敷だげ でな く、ン=

∫喰)という一魂蝦 ま形のグラフ

を平行移動させ、式とグラフの

関障を考えさせる。

0い くつかの』目㈱ 真ら

正の方向.負 の方向 も含め、ア

rゴ とン=ロ転一ア}2の闘 系を

考えさせるb

Q座 標軸磯 ・や点の地り方s

グラヲの醐 方を確

諾させる。

衰 現 ・姐現

Oy==abe-p)2+qの グラフを

抽か せ、圃 のグラフとの関

係 とその頂点や軸の方程式 を

考えさせる。

0一 してy=

atep)tの 頂点 軸Dne式 を

求めさせ、グラフの概形を描か

せる.

0闇一 を完成さ

せ、そオレを見ながら点をとって

いくことでグラフの概形を描

かせる。

知識 ・理 餌

Oxta方 向、y㈱w

平行移動させたときの式の変

化を整理させ、グラフの甲行移

動にづいてまとめさせる。

O具 体的な例からy司{=-P〕2

とyW語gの 違いを見付けさ

せ、それ ぞ甑の グラフの特倣を

理解させる。

0描 いたグラフを比鮫 し、二次

関歌の グラフYtui犀 ・p}Xはy

=㎡ の平行 移動で描けること

を理解 させる。
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V1検 証 授 巣

1単 元 名 第2章 二次関数2.二 次関数 とグラフ

2単 元 の 目標

{1)関 数 についての基本 的な概 念 を与 え、y=fの グラフの性質 を理解 させる。

(2)xと ンの対応表 を基 に、点 をプ ロッ トす るこ とによb、y=ガ のグラフが描 けるよ うにす る。

(3)ン=a(x-P)2+9の グラフ とy・=afの グラフの位置 関係 を調べ ることによ り、二次 関数 のグラフの 平行

移 動 を理解 させ る。 ・

(4)ア=㎡ の グラフを塞 に、平行移動 によって、二次関数の一般形y=ガ+bx+cの グラフが描 けるよ う

にす る。

3単 元 の 考 察

この 単元では 、中学校 で指導 され た基礎 の上 に立 ち、導入部分で関数の定義や一次 関数 の復習 を行 い、中

学校3年 生で指 導 されたyニ σノのグ ラフか ら一般 の二次 関数 ン=exZ+bx+cの グラフへ進 んでい く。グ ラフ

の平行 移動 の考 え方 は 、中学校2年 生で一次 関数のグラフの ン軸 方向移動 を扱 うが、この単元では二次 関数

の ダラ フでx軸 方向 について も扱 う.

また 、二次関数 の一般形y=㎡+bx+cの グラフでは 、二次式 ガ+bx+cをaix-P)2+qの 形に変形す る

こ とを学習 し、 これ を基 にY=ax2+bx+cの グラフ をか く。

なお 、二次関数において グラフの平行移動の 考え方 を身に付け させ るため、コンピュータ を用いて ア=郎 呈

のグラ フ とffa(エ ーp)2+2の グラフ を重ねた り動 か した りす る ことに よ り、同 じ形 であることを認識 させ 、

平行移動 したもの であ るとい うこ とを実感 させ る,

4指 導計 画

小 単 元 指 導 内 容 配当時間

関数の意味 関数の定義、一次関数の具体例、二次関数の定義 4時 間

y=㎡ の グラフ ア=ノ の グラ フ、ン=ぱ のグラフの特徴 2時 闇

ア=㎡ のグラフの平行移動
ア=ガ 十 穿の グ ラ フ 、y=α α 一p)2の グ ラ フ

ン冨 ¢(苫一ρ)2十 っ の グ ラ フ

5時 間

本時(2/5)

ン=㎡+加+`の グラフ 平方完成の計算 、ア=ぱ+加+cの グラフ 5時 間

5本 時 の 内 容y=aix'-p)2の グ ラフ(エ 軸方向の平行移動)コ ン ピュー タの活用

6本 時 の 目 標

xとyの 対応表 をかき、その表 を用いて、y=㎡ とy;aix-p)2の2っ のグラフの位 置関係 を理解 させ る。

(y=a(r-p)2の グラフは、ア=㎡ の グラフをx軸 方 向にpだ け平行移動 した もので あることを理解 させ るa〕

7対 象学 級 所 見

・工業高等学校 全 日制課程1学 年

・男子のみ18人 、

・雰囲気は明るい力雪、数学を苦手とす る生徒が多い。

・授業に対 して消極的な生徒や落ち着きのない生徒もいるので、個別指導に配慮 しな解ら指導を行っている、・
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8内 容のまとまりごとの評価規準

時 おもな学習場面 闘心 ・意 敬 ・態 度
数学的な見方
や考え方

F

・ 表 現 ・無 理 知議 ・理解

γ冨α～匂 の グラフ
・y=㎡ とy=♂+9 ・エとアの対応 表か ら

、 ツr=糾 亨のグラフは、
・一次 関数

.γ=副 のア軸方 のグラフの位置関係 ン=㎡+"の グラフが ア=ぜ のグラフをy軸

向の平行移動伸学の復習〕を調 べ よ うとす る。 描 ける。 方向に平行移動すれ

1 ・エとンの対応表をつ くり、 僥 言 ・ワ→ ラ」ト} (ワ→ト ト) ば描けることが分か

ンニ㎡+望 のグラ フをか く。 る 。

ッ=ガ とア=ぱ+"の グラ (発言 ・"ト ト)

フの位置関係を調べる.

アニロ仕「が のグ ラフ
・声 諏 「ず のグラフ

ワ=伝 →}2の グラフに
・エとアの搬 か ら・、

2 ・二次撰撒 ン=ぜ+9の 復習 の轍 をン昌㎡ と比べ おいて、xと,の 対応表 y=ぬ 一げ のグラフ

(

・濫とyの 対応表をつ くリ. て饒べようとしている。 か ら、ン の値に着 目 し が描ける.

本 ア=ロα一回2の グラフをか く。 幌 君 ・励 シ・卜) て、右に1ず らす と、y 幌君 ・励 レト)

㊥
ツ=㎡ とγ=4伝マがのグ

ラ7の 位薗関係を調べる。

冨ノのグラフに一教す

ることを見いだ世る。

囎 ・}撹叫 〕

ア20(π 一ア)2十gの グ ラ フ ツ冨ぜ とン胃ロα一1が ツニ㎡匂 のグラフ ツ ーα(苫一ρP+9や ワ嵩礁 一P)2の グラフ
・ン=㎡ の平行移動の復習 +gの グラフの位置潤 をπ軸加向に平行移動 ア=ぬ 一ρ)2の 式 か ら ば ♪=ガ のグラフを

な軸方向とン軸方向) 係 を調べ よ うとす る、 した り、アニ・{=一 ノが 頂点 ・軸 の方程 式 ・y x軸 方向に平行移動し
・xとアの両方向の平行移動 僅…言 ・ワ→…琳) のグラフをア軸方向に 切片を求め、それをも たものであることが分

3 を組み合わ せ、ア=σ(犀rg)2 平行移動することに とにグラフをかくこ かる。(発 言 ・りう ト}

● +乎 のグラフをか く。 よ り、ア=諏 一P)2+9 とができる。 ツ=諏 一P)2匂 のグ
4 ・ア=面 ～と ン=4(=一 ρ)2+9 のグラフを見いだす (卿潜 〕 ラフは、ンニ㎡ の グラ

のグラフの位置関係を調べ こ とがで きる。 フをエ軸方向とγ軸方

る。 (発言 ・柳 一ト) 向に平行移動したもの

であること演分かる。

(発言 ・"ト ト)

ン={ぜ の グラフの平行移 動
・2つの数量関係に興

ツ=㎡ の グラフを 麗 ツ=㎡+亨 、ン=諏 一 ツ=召 ～+す や ア=ロα

についての確認 味 ・関心を持ち.ン 穽 軸方向とγ軸方向に平 P〕2、y=諏 一PP匂 の
一P)罪が ン=・ 仕一ア)2+

・自己評価 ㎡ のグラフを平行移 行移動することによ 式加ら頂点やア切片を gの 特殊な場合である
・確認 テス ト 動す るこ とによ り、い り、ン=諏 一フ〕2暫 の 求め、それをもとにグラ ことを理解している。

1 ろいうな二次関数を
.グラ

フを見いだすこ フをか くことができる。 伯 己評価 ・確認糾)
5

胴べ ようとす る。 とができる。 伯 己評価 ・確賄スト) ・頂点 ・ア切片 ・グラ

伯 己評価) (自己評価 ・確認 テスD
・二闘関数のグラフか フの形を調べることに

ら、その式や1瓦点を求 よ り、ン=諏rP)1+9

め ることがで きる。 の グラフ溺分か る、

(自己評 価 ・磯 翫スト) (自己評 価 ・確 認テ卦)

9本 時の評価規準

具体的な評価目標 十分満足できる(A) おおむね満足できる(B) 努力を要する(C)

本時

(

2

/
5

)

.

(鱒D・ 意畝 ・態度)

y=o(置 一ρ}2の グラ フの特}

蟹をン=げ と比べて綱べよ一

うとしているか。

ン旨ρ(犀一ρ)～の グラ フの特徴

をン=㎡+gと も比べ て調 べよ

うとす る。また、一次蘭数 γ二

砿 な どのx軸 方向 の平行 移動

につい て も考 え ようとする。

ン=α彰一ρ)2の グラ フの特徴

を ン=ぜ と比べて溺べ よ うと

す る"

アニσ(忠一」ゆ2の グ ラフ の特徴

を ンぜ と比べて調 べ よ うと

しな い。

(藁争 的な肪 や 脅え方}

γ=な 一1ア σグうつにおい

て、卸 とγの封応 衷か ら、y

の檀に着 目して、右li}1ず ら

す と.ン置ノの グラフに一致
■

することを晃いだせるか。

いろいろなy=ロ{=-p)2の グラ

フにおいて、エとアの対応表 か

ら、ンの値 に舘 目して、横 にず

らす と、ン=ロ～のグラ フに「致

す るこ とを見い だす こ とがで

きる.

y=α 一D2の グ ラ フに お い

て 、エとアの対応 表か ら、yの

値 に着 目 して、右 に1ず らす

と、y=ノ の グラフに一致 する

ことを見いだす ことが できる。

y-(苫 一1}2の グ ラ フ にお い

て、エ とアの対応衷か ら、ンの

値 に着 目して、右 に1ず らす

と.y犀 ノ のグラフに一 致 ナる

ことを 見いだす こと押で きな

レ㌔

傷鹿・魍 一
比 ンの対応勃 蝿rア=oα

「顔》2のグラフが描けるか。-

-

r

=と ンの対応 表か ら.頂 点や

γ切 片を調ド 、素 早 く、ン2σ(π

フ}3の グラフを描 くこ とがで

きる.

エと ンの対応表か ら、点 をプ

ロ ッ トす る ことによ り,ア=o(κ

一ρ)2のグラフを描 くことがで

きる.

κ とyの 対応表か ら、点をプ

ロッ トす ることによ り、γ=σ(冨

「ゆ2の グラフを描 くことがで

きな臨
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10本 時の展開

導

入

(
1

5
分

)

展

開

(
2

5
分

)

ま

と

め

(
5
分

)

指 環 内 容

・i二次 関数Y=ar2taの

グ ラ フに つ い て 、 ま と

め を行 う。

・ 「二次関数y=(x-1)2

の グラフ を描 くには どの

よ うにすれば よい力刊 発

問する.

・y=(r-1)2の グ ラ フ

を 描 く.

・ア=エ2とy=(写 一D2

の 対 応 表 を 比 較 す る 。

・二次 関数 ア昌aiX一 ρ)2

の グ ラ フ を描 く、

習 活 動

・関 致 グラ フ ィ ッ ク ソ フ ト 「GRAPES」 を利 用 して

二 次 関数y=f+gの グ ラ フ を表 示 し、qの 値 を変 え

る こ とで 、ダ ラ フが どの よ うに 変 わ るか を調 べ る,

そ の こ とに よ り、ア言ノ+俘 の グ ラ フが 、ア=;～ の グ

ラ フ をy軸 方 向 にqだ け平 行 移 動 した も ので あ る

こ とを確 認 す る、

・パ ワー ポ イ ン トの ス ライ ドで 、二次 関数 ア=α～匂

の ま とめ を'行う、

・二凍 関数 ア轟(r-t)Zの グ ラ フの か き方 を考 え 、口

頭 で述 べ る。

・ ワ ー ク シ ー トA(プ リン ト)を 使 っ て 、rとy

の 対 応 表 を つ く り 、 点 を プ ロ ッ ト し 、.yニ 〔x-1)2

の グ ラ フ を 描 く。

・ワー ク シー トB(EXCELフ ァ イ ル)で
、 グ ラ フ

機 能 を利 用 して 、y=fとy=(r-1>iに つ いて 対 応

表 と グ ラ フ を表 示 し、2つ の グ ラフ の 位 置 関 係 を

確 か め る。(κ 軸 方 向 の 平行 移 動 の確 認)

・ワー クシ ー トA〔 プ リン ト)を 利 用 して
、

① 対 応 表 を も とに 、y=aix-・p)2の グ ラ フを描 く。

② γ=αノの グ ラ フ との位 置 関係 を考 え る,

机聞指導 して、生徒の学習状況を把握する。

・二 次 関敵 アニロα 一・P〕2

の グ ラフ に つ い て 、 ま

とめ を 行 う,

・本 時 の 自己 評 価 を行

う。

・開 数 グ ラ フ ィ ック ソ フ ト 「GRAPES」 を利 用 して

二次 関数 ン=a(r-】p)2の グラ フ を表 示 し、a、pの 値

を変 え る こ とで 、 グラ フ の変 化 を鯛 べ 、 そ の グ ラ

フの 特 徴 を理 無 す る。

踊置・自己 評 価 シー トに 記 入 す る。

指導上の留意点(・)、評価の観 点(O}

・関数グラフィックソフ トを利

用 して、可の値を変化 させ るこ

とで二次関数ア=ノ+qの グラフが

上下に動く(y軸 方向に平行移

動する)こ とを実感させる.

・グラフ を描 く方法 と してxとy

の対応 表 をつ く り、点 を プ ロ ッ ト

す るこ とに気 付か せ る。

Oy=転 一1)1の グ ラ フ に お い

て 、xとyの 対応 表 か ら、yの 値

に着 目して 、右 に1ず らす と、ン

=ノ の グ ラフ に一 致 す る こ と を

見 いだせ るか.

轍 学的 な見 方や 考え方)

α とンの対応 表 か ら、 二 次関数

y・・aix-p)2の グラ フが描 け るか=

俵 現 ・処珊

・y・=ix十3)2の グ ラ フ は 、 カ ッ

コ の 中 の 十3を 一(-3}と 考 え

てx軸 方 向 に 一3の 平 行 移 動 で

あ る こ とを強 調 す る。

〇 二 次 関 数Y=a(x-p)2の グ ラ

フの特 徴 を γ量α～と比 べ て調 べ

よ う と して い るか.

(関心 ・意 欲 ・態度)

・関数 グ ラ フ ィ ッ ク ソ フ トを利

用 して 、a、pの 値 を変 化 させ た

と きの グ ラ フ の 動 きか ら、 二 次

関 敬 アーaix-p)tの グ ラ フ の 特

徴 を調 べ させ る。

・二 次 関数 ン=aix-p)2の グ ラ フ

は 、Y≡arZの グ ラ フ をx軸 方 向

に ρ平 行移 動 した もの で あ る こ

とを強 調 す ・る.
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皿 検 証 授 業 に お け るr生 徒 に よ る 掻 業 評 価 」 と 「生 徒 の 自 己 評 価 」 の 結 果 と考 察

ここでは、IVに掲げた18項 目の うちから本検証授業で取 り上げた5項 目について行った評価結果につい

て考察する。

1生 徒 に よ る授 業評 価 ロ4,そう思う口3、だいたい思うロ2、あ劃 思わないOl、gく肋 ない

生徒 に対 して公 平に接 してい ます
か

生徒朗興瞭 ・開心袴て る教材 の工夫
を してい ます か

脱明が詳 しく丁寧で したか

授 業内套 が理解 できま したか

数学 が身近 に感 じられ る授業 で し
たか

一一
18秘 5gx 隣 麟轟」6x

35x 41% L繭 鰍1・6s一
0曳25N50軸7S%10{}X

「生徒に よる授業評価」の評価平均は4点 満点中Z9で あ り概 ね良好であ る.生 徒に とって興味 ・関心の

持 てる教材が扱 われ 、授業内容 も概ね 理解 できている。否定的な回答が 半数 を超 えてい るのは、 「数学 が身

近 に感 じ られ るか」の項 目である。この ことか らも、[確 かな学力]を 育成す るためには、授 業にお いて身

近 な事魚 を取 り一ヒげ、それ を数学的に考察す ることの大切 さが分 か る。

2生 徒 の 自 己 評 価 口4、そう怨うロ3、だいたい思うロ2,あまり思わない 口1、全く思わない

友遣 の 考 え方の よさを知 りま した
か

積極的 に授業に参加 しま したか

学習 した内容が理解 できま したか

授 業の 目標 を哩解 して取 り組みま
した か

数学 が身近に感 じられ ま したか

一
2gx

29S

47曳
」}= ナ

'

..陣
魎

53% 織董韓 榊

2gs 18x 萎羅藩灘 鴨 葦縫 18N

O楯25×50×75×100鴨

「生徒 の 自己評価」の評価 平均は2.9で あ り概ね良好 である。生徒 は授業に積極的 に参加 してお り、授業
ら

内容 もよ く理解で きてい る.否 定的 な回答が半数 を超 えてい るのは、 「生徒に よる授業評価Jと 同様 、 「数

学が身 近に感 じられ るか」の項 目であ る.

3検 証 授 業 に お け る 自 己 評 価 ロ4,よくできた ロ3、まあまあできた02、 あまりでttiかったVl,でttsか った

(問1)rか ら,の 値 を求 めて数衰に衰
せ ますか?

〔問2)数 表からグラフを描くことができ
ますか 亨

〔問3)ン=㎡ のグラフの特徴と性質が
述べられますか?

縄1魏 鰍 ぢラフの「evat'IS'質

繹灘鍼類鞍瀞
(問6}コ ンピュータを利用して数学を
学習 してみたいと思いますか?

(問7〕二つの数 量の憂化や 対応の開
係 を表や 式などを用いて表すことがで
きる。また,表 や 式をグラフで表す こと
ができましたか?

orc

一
35% 35覧

り
18瓢i2x一

1BX 41x 見葦 毒 翫 躍 、

●

11覧

25垢 5019 75粍 100X
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検証 授業 を行 った後に 、到達 目標 である 「コン ピュー タを利用 して、ア=a(x-P>2の グラ フはY=ax2の グラ

フを κ軸 方向 にρ平行移動 したものであ ることの理解を深 める,、」ことが達成で きたか どうかを調査 す る意

味で 、追加 の生徒 に よる自己評価 を実施 した。

これ に よる と、問5及 び間6の 結果か ら概ね 目標は達す るこ とがで きた と考 えられ るeそ の理 由は、Excel

及びGRAPESの 利 用に よ り、視覚的に 工軸方 向の平行移動の様子 を確認 ができたこ とに よる と思われ る。

一方 で 、式 か ら数表 を作成す る ところでは、(κ一P)7の 計算が習熟で きていない生徒、展開式 に代入 した

場合 との違 いに:だ わ る生徒、x=Oに お いてy=0と 先入観 を有 している生徒な どがいたため、間 工と問2

の結果 に差 が出た と考 え られる、

なお 、X2一 検 定 を行 った結果、 臼由度18でX2(18)ニ8.44で 有為差はなかった。

Wlま と め

1成 果 に つ い て

① 過去3年 間の研究成果を踏まえ、 「生徒による授業評価」及び 「生徒の自己評価」を実施 した後の 「評

価後の手だて」に焦点を当てた具体的な例を示すことができた。

② 事前の確認テス トの結果から、関数を苦手 とする生徒が多いことが分かった,そ こで、生徒の実態に

合わせ 、二次関数の導入で具体的な事象を体験 させ、伴って変わる二つの変量を考えさせる指導内容 と

したところ、関数概念の理解を深めることができた。

③ 検証授業では、y=aiX-・p)2の グラフの特徴を調べるときに、関数グラフィ'ックソフ ト 「GRAPES」を利

用 した り、表か らグラフを描いた りするときに、表計算ソフ ト 「EXCEL」を補助的に利用するな どのコ

ンピュータの活用で、関数 を苦手 とする生徒に表やグラフを視覚的にとらえさせることができた。さら

に、 「指導後の手だて」においても、コンピュータを活用により[確 かな学力]の 定着が図られっっあ

る。

④ 検証授業で実施 した 「生徒による授業評価」及び 「生徒の自己評価」により、 「友だちの考え方のよ

さを知ることができた」と回答 した生徒が少ないことを踏まえた次時の授業への指導の工夫が図れた。

特に、観点別評価でA、B、Cの 生徒を混在 したグループに分け、課題のプ リン トで分からないところ

を生徒間で話 し合わせた ところ、 「他者の考え方のよさに気付かせる」ことができた,

このように 「生徒による授業評価」及び 「生徒の自己評価」は、教員が自分では気付かない点を把握

でき、授業の改善や 「授業後の手だて」を工夫するのに大いに役立った。

2今 後 の 課 題 に つ い て

① 数学1に ついては、昨年、すべての単元の評価規準をつ くった。各学校が観点別評価を行 うために、

今後.数 学 皿、皿、A、B、Cの 評価規準を作成することが課題であるe

② 授業については、 「評価の4観 点」を基に、指導計画や評価計画などを明確に した授業の在 り方や指

導の工夫に関する研究が必要である。

③ 数学的活動の評価については.直 観、類推、帰納、演縁などの生徒の内的な活動をどのように評価す

るかとい う点力吟 後の研究課題である。

④ 評価問題作成に関しては、4観 点の うち、特に 「関心 ・意欲 ・態度」及び 「数学的な見方や考え方」

をみる評価問題の作成が諜題 として残った。

今 後 、これ らの課 題について、研究 ・開発 を続 けていきたい。
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